2008年4月21日
東京大学 江崎 浩

ISS スクエア 2008年度 第1回 見学会 企画案

(1) 見学先： INTEROP東京2008  (www.interop.jp)

         千葉県 幕張市 幕張コンベンションセンター 展示会場・国際会議場 

(2) 見学日： 2008年6月11日(水)－13日(金) 

(3) 企画担当者・連絡先：
東京大学 大学院 情報理工学研究科 教授 江崎 浩 <hiroshi@wide.ad.jp>

(4) 見学者定員： 特になし(多数の場合には日程調整を行う可能性もあります) 
(5) 参加経費： なし(交通費などは自己負担) 
(6) 見学内容： 

  以下の内容を自由に選択することができる。 参加希望のものを申し込むこと。

(a) ShowNet 説明会(30分から60分程度)

ISSスクエア履修者からの参加希望者に対して、ShowNetの構成と運用に関する質疑応答を行う。 説明会の内容は、トラブル対応など(ShowNetはグローバルインターネットに直接接続されており運用中は世界中から攻撃などを常時受けている)の可能性もあるため、当日のShowNetチームのスケジュールや状況などによって、決められることになる。

http://www.interop.jp/pavilion/shownet/index.html 
(b) ShowNet NOC ツアー(60分程度) 

INTEROP東京で企画されている ShowNetツアーに参加する。ShowNetの構成や特徴などを、実際に、ShowNetの設計・構築・運用を行っているエンジニアが、展示会場に展開されている実機システムをめぐりながら説明するツアーである。 
(c) テクニカルカンファレンス (ワークショップ、カンファレンス、基調講演) 

ISSスクエア履修者からの聴講希望者に対して、無料で、6月11日(水)から13日(金)に、国際会議場で開催される「基調講演」、「ワークショップ」、「カンファレンス」の聴講機会を提供する。  http://www.interop.jp/conference/index.html 

6月11日(水) 16:15-17:45 のセッションでは、『CISO Boot Camp』と題したセッションが企画されており、本ISSスクエアプログラムの代表者である 情報セキュリティー大学院大学 田中英彦教授が講師として参加する CISOの教育・育成に関する議論を行うセッションも企画されている。 

(注) ShowNetとは：  1994年の日本でのNETWORD+INTEROP TOKYO 初開催以来、INTEROPでは会場内にネットワーク相互接続の巨大なデモ「ShowNet」を実施しています。ShowNetは、Interop出展各社から集まったさまざまな機器・サービスを相互に接続して構築されています。本展示会の名前「INTEROP」の由来がインターオペラビリティ(InterOperability：相互接続性)であることをご存じの方も多いかと思いますが、まさにこの多数の企業・団体が集まって行っている大規模な相互接続テストこそがShowNetなのです。ShowNetはその年々の「テーマ」に沿ってデザインされます。そして近未来のサービスアーキテクチャを実際に動いている形で見ることができる、ネットワーク機器・技術の世界最大規模のデモンストレーションでもあります。今年のShowNetのテーマは「Count Down to the Reality」です。デジタル放送に代表されるようなオールIP化への波、IPv4アドレスの枯渇とIPv6への移行、セキュリティの問題など、まさに大きな変革に向けてのカウントダウンが始まっています。今回のShowNetではこの変革に向けたモデルを実際に稼動するネットワークを通してお見せします。
(7) 参加方法 と 申込先： 

別紙1 を 添えて、以下に、参加希望を申し込むこと。 

東京大学 大学院 情報理工学研究科 教授 江崎 浩 <hiroshi@wide.ad.jp>

情報セキュリティー大学院大学 見学会TA 関 和行 <mgs071104@iisec.ac.jp>
以上

(別紙１)
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